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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

パーフェクトサントリービール 500ml
グランプリ

シャンパンゴールドと⿊のパッケージが⾼級感があり良い

濃厚な味わいとすっきりした喉越し、爽快なキレが良い

糖質ゼロという健康志向のトレンドにマッチしていていい
安⼼安全への取り組みがしっかりしている点が良い
消費者の声を反映した誠実な商品開発の真摯な姿勢が良い

糖質ゼロの商品が多い中で市場内での差別化に余地がある
もう少しシンプルなパッケージの⽅が⾼級感を感じる
パッケージから商品の特⻑が消費者に伝わりにくい

ネーミングから美味しさやワクワク感が伝わりにくい

PSBという略称が消費者にとってわかりにくい
健康志向を強調するゆえ、味の良さを⼗分に訴求できていない
新しい⽅向性を⽰すイメージチェンジが物⾜りない

糖質ゼロながら通常のビールと遜⾊ないクオリティが良い

インターネット広告やSNSを活⽤したプロモーションが良い

第83回（2024年11⽉）

点数は銀賞相当からグランプリ相当に分布し、総合評価は95%で
【グランプリ】評価となりました。特に95〜100点に7割強が集中
しており、商品⾃体の完成度の⾼さが評価された結果といえます。
アンケートの客層の多さや商品のUSPの有無に関して7割強が良
い評価をしている⼀⽅で、総合評価が銀賞相当の評価も⼀定数存
在しています。これは当該市場内で商品の特⻑や魅⼒をパッケー
ジを通じて伝えきれていないことが要因と考えます。

4.7%

7.0%

2.3%
2.3%



■ 要因分布

■ 総評
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Tel：03-3265-0518 / Fax：03-3265-0519
Mail：info@foodanalyst.jp

93%

94%

94%

99%

98%

98%

各要因は93%から99%の範囲に分布し、全体的に⾮常に
⾼い評価を獲得しました。特に「マネジメント・PR要
因」と「ブランディング要因」は⾼い評価を得ています。
⼀⽅で、「内部的要因」「外部的要因」「市場要因」も
⾼評価ながら、相対的に点数が控えめな結果となりまし
た。これらの要因は、味や品質、商品設計が市場ニーズ
にマッチしている⼀⽅で、さらなる差別化や付加価値の
提供に余地があることを⽰唆しています。特に、「内部
的要因」や「外部的要因」では、商品の特⻑をより強⼒
に伝える仕組みや、外部環境の変化への柔軟な対応が求
められると考えられます。全体として、各要因が⾼いレ
ベルで調和しており、今後の戦略的施策によって、さら
なる成⻑と⾶躍の可能性を⼤きく秘めているといえます。

はじめに、糖質ゼロという健康志向が注⽬される時代において、このビールが市場に登場した意義に敬意
を表します。糖質ゼロながらも、従来のビールと遜⾊ない濃厚な味わいと爽快な喉越しを実現した点は、
開発⼒の⾼さを感じさせます。さらに、この「健康」と「本格的な味わい」を両⽴させた商品は、多くの
消費者に親しまれ、話題性を持つことができています。⾼級感のあるゴールドと⿊を基調としたパッケー
ジデザインや、「贅沢発酵」というキーワードがプレミアム感を際⽴たせ、商品価値をさらに⾼めていま
す。ネーミングも糖質ゼロという特徴を直感的に伝えるシンプルなものとなっており、商品の⽅向性を的
確に消費者へ訴求しています。健康志向⾷品の需要が拡⼤する市場において、このビールはカロリーや糖
質を気にする層にとって魅⼒的な選択肢となっており、SNSやデジタル広告を活⽤した情報発信によるア
プローチも効果を発揮しています。さらなる改良点として「糖質ゼロのクオリティ」をより消費者に伝え
る活動の強化が挙げられます。また、糖質ゼロという特徴に注⽬する⼀⽅で、差別化をより明確にするた
めの施策も重要です。健康志向のトレンドに対応するだけでなく、商品の「楽しさ」や「ライフスタイル
の⼀部としての魅⼒」をより強調することで、新たなマーケットの開拓が期待できます。特に若年層や健
康を意識した⼤⼈向けに、キャンペーンやイベントを通じてブランドの魅⼒を伝えることが効果的です。
近年、健康志向の商品はトレンドから定着へと変わりつつあります。このビールも単なる健康志向⾷品に
留まらず、ビールとしての本質的な美味しさを追求している点が特徴であり、⼤きな魅⼒です。消費者の
声を反映した改良や情報発信の強化を進めることで、さらに多くの⽀持を集めることができるでしょう。
最後に、この糖質ゼロビールが今後さらに進化し、健康志向と味わいの両⽴を追求し続けることを期待し
ています。この商品が市場でさらに広がりを⾒せ、新たな顧客層を開拓していく姿を楽しみにしています。



ジャパン・フード・セレクション 審査レポート

美味しさ分析レポート1

⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

パッケージのゴールドと⿊の配⾊
で⾼級感が演出されている

グラスに注ぐと琥珀⾊の透明感が
期待を⾼める

鮮やかなゴールドと落ち着いた⿊
の対⽐

スリムで直線的なシンプルな⽸

程よいボリューム感

ゴールドと⿊の光沢が⽴体感を演
出

⻨の⾹ばしい⾹りと贅沢な発酵の
アロマ

深みと奥⾏きのある芳醇な⾹り

苦みと⽢みが調和した⾹り

「プシュッ」「シュワシュワ」が
爽快感を演出し⼼地いい

冷えた⽸が感じさせる新鮮な⾹り

爽やかで豊かな⾹りが⼼を弾ませ
る

飲む前から五感を豊かに刺激し、贅沢な体験を予感させる商品です。パッケージはゴールドと⿊を基調と
した⾼級感のあるデザインで、視覚的に洗練された印象を与えます。この配⾊は視覚的な満⾜感を⾼める
だけでなく、糖質ゼロ商品にありがちな健康志向の軽さではなく、プレミアム感を強調しています。⽸の
光沢や滑らかなラインが⽴体感を演出し、⼿に取るだけで品質の⾼さが伝わってきます。
開封時には「プシュッ」という軽快な⾳が響き、その瞬間にビールの新鮮さが期待感を引き上げます。注
ぐ際には「シュワシュワ」とした気泡の⾳が⽿に⼼地よく、炭酸の爽快感が聴覚を刺激します。注がれた
液体は透明感のある琥珀⾊で、クリーミーな泡が美しいコントラストを作り出します。このビジュアルが、
飲む前から味覚への期待感を⼤きく膨らませます。 ⽸を⼿にした際のひんやりとした冷たさや程よい重
さも、触覚を通じて満⾜感を提供します。⾹りは⻨の芳ばしさと贅沢発酵による深みがあり、嗅覚からも
商品の品質の⾼さを実感できます。糖質ゼロという特⻑を持ちながら、従来のビールと遜⾊ない濃厚な味
わいと爽快な喉越しが実現されており、飲む前から期待を裏切らないことが確信できます。
現代の健康志向トレンドに応えつつも、本格的なビール体験を提供するこの商品は、飲む瞬間まで五感で
楽しむ設計がされています。⾒た⽬、⾳、⾹り、触感、そして味の全てが調和し、⽇常のひとときを特別
なものに変える魅⼒を持つビールと⾔えます。飲む前から始まるこの満⾜感が、リピーターを⽣む⼤きな
理由となるでしょう。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評

ー 5 ー

酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

ほんのりと感じる爽やかな酸味が
⼼地よい
軽やかで控えめな苦味が後味を引
き締める
贅沢発酵が⽣むクリーンで洗練さ
れた味わい
糖質ゼロならではの控えめな⽢味
が特徴
無駄のない味わいに調和するごく
ごく僅かな塩味

バランスの取れたドライなある味
わい

⻨の⾹ばしさと発酵の芳醇な⾹り

冷えた⽸が⼼地よい触感

軽やかで滑らかな感触

適度な湿度を感じる

⾆に残らない軽い粘性

クリーミーな泡が滑らか

⼝に含むと微細な炭酸の刺激が弾
ける⼼地よさを⽣む

飲み進めるたびに「シュワシュ
ワ」と炭酸が弾け、爽快

実際に飲んでいる瞬間に五感を最⼤限に楽しめる商品です。味覚では、贅沢発酵によるドライな仕上がり
が際⽴ち、無駄のないクリーンな旨味と軽やかな苦味が絶妙に調和しています。酸味は爽やかで控えめ、
⽢味はほんのりと感じられる程度で、糖質ゼロならではの洗練された後味が特徴です。塩味はほぼ感じら
れず、その控えめさが全体の味わいを引き締めています。
⼝に含むと微細な炭酸が「シュワシュワ」と弾け、⾆の上で軽快な刺激を与えます。この炭酸の⼼地よい
触感が喉越しの爽快感をさらに引き⽴てます。飲み進めると、⻨の⾹ばしさと発酵由来の芳醇な⾹りが⼝
内と⿐腔に広がり、深みのある⾹りの層を楽しめます。
温度は冷えた⽸の⼼地よい冷たさが喉を通るまで続き、飲むたびにリフレッシュ感を提供します。聴覚的
には、注ぐ際の「シュワシュワ」という⾳が炭酸の活き活きとした存在感を印象付け、飲む⾏為⾃体を特
別な体験へと昇華させます。
テクスチャは滑らかで軽やか、⾆にまとわりつかずスッと消えていく感覚が特徴的です。クリーミーな泡
が加わり、飲み始めから終わりまで⼀貫して上品な飲み⼼地を楽しめます。このビールは、糖質ゼロなが
らも本格的な味わいと飲みごたえを提供し、飲む瞬間に五感が満たされる特別な体験を作り出す商品です。
忙しい⽇常の合間に、リフレッシュと満⾜感を同時に提供するこのビールは、⽇常の⼀杯を特別なひとと
きに変える⼒を持っています。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

飲み終わりの爽快感とほんのり続く⻨の⾹りが⼼地よく、糖質
ゼロとは思えない余韻を楽しめる

暑い夏はすっきり感、寒い冬は温かみを感じる味わいで、季節
を問わず楽しめる

家族との時間を感じるような、懐かしくてホッとする味わい

健康を気にしながらも、忙しい毎⽇の癒しとして飲むたびに⼼
が軽くなる

五味 評点
酸味 3
苦味 4
うま味 2
⽢味 2
塩味 2

広義の味 評点
まろ味 3
コク味 3
濃厚な味 3
⾟味 4
新鮮な味 5

五感 評点
視覚 5
聴覚 5
触覚 5
味覚 5
嗅覚 5
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

ビール特有のコクや喉越しがしっかりと残り、加えて爽快なキレとすっきり感が特徴的です。このような濃
厚な味わいを糖質ゼロで実現した点に、開発⼒の⾼さが際⽴っています。さらに、「健康志向」と「本格的
な味わい」を両⽴させた商品設計が話題性を呼び、現代の消費者ニーズに合致し、健康を意識しつつも美味
しさを妥協したくないという願いを叶える⼀品として注⽬を集めています。糖質ゼロながらも、これまでの
ビールと遜⾊なく楽しめる味わいに多くの審査員が感銘を受けました。

「安⼼・安全な⾷品を届ける」という⾔葉は、商品の安全性に対する企業の強い姿勢を明確に表しています。
しかし、その取り組みや信念が広報活動を通じて消費者に⼗分伝わりきれていない点には改善の余地がありま
す。現代の消費者は商品の品質だけでなく、その背景や製造過程にも関⼼を持っています。ホームページや
SNSを活⽤し、製造プロセスや品質管理体制の詳細をより具体的に発信することで、消費者にさらなる安⼼
感を提供できます。商品の信頼性を⾼めるだけでなく、企業のブランド価値を強化する好機となるでしょう。

糖質ゼロや健康志向が市場の主流となる中、この商品は消費者のニーズに応えています。糖質ゼロでありな
がら、従来のビールと遜⾊ない濃厚な味わいと爽快な喉越しを実現しており、健康を意識しつつ美味しさを
求める層に⽀持されています。SNSやデジタル広告を活⽤した情報発信により、若年層から中⾼年層まで幅
広いターゲットにアプローチできる点も強みです。健康志向と本格的な味わいを両⽴させたこの商品は、現
代のトレンドを的確に捉え、リピーターを⽣むポテンシャルを備えています。

シンプルでストレートなネーミングが、糖質ゼロという商品の特徴をわかりやすく消費者に伝えています。
さらに、ゴールドと⿊を基調とした⾼級感あるデザインは視覚的な訴求⼒が強く、贅沢な雰囲気を演出しま
す。ラベルには糖質ゼロや贅沢発酵といったキーワードがバランスよく配置され、商品の魅⼒を直感的に伝
える仕組みが整っています。競合が多い市場ゆえにまだまだ改善の余地があると期待を込めた結果となりま
したが、消費者の使いやすさを考慮した細部の⼯夫も好評で、親しみやすさを感じさせます。

ゴールドと⿊を基調としたパッケージデザインは⾼級感を演出し、糖質ゼロを明確に訴求したネーミングと
ともに、ブランドの⽅向性を的確に伝えています。さらに、「贅沢発酵」という特徴がプレミアム感を強調
し、健康志向の消費者に強く響くポイントとなっています。この⾼品質なイメージをSNSを活⽤して発信す
ることで、ターゲット層への効果的なブランディングが可能となり、InstagramやXといった視覚的訴求⼒の
⾼いプラットフォームを通じた商品の特徴や魅⼒を消費者に直感的に伝える戦略は⾮常に有効だと⾔えます。

糖質ゼロでありながら、ビールの苦味やコク、キレをしっかりと実現した味わいは、多くの消費者に安⼼感
を与えています。また、⼤⼿メーカーならではの徹底した安全管理と品質管理が信頼を⽀えています。さら
に、ラベルやパッケージで原料や安全性の情報を明確に伝えることで、商品の魅⼒を強化できます。これに
加え、SNSや動画を活⽤して製造のこだわりを視覚的に発信することで、消費者の購買意欲をさらに⾼めら
れるでしょう。
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